増補片山廣子年譜と明治大正期作品抄 by 藤田 福夫
筆者は先に「金沢大学教育学部紀要第十四号Ｉ昭四○、二一」に
「片山広子の作風概観ならびに年譜」を、また歌誌「心の花」昭四一年
一月号に「片山広子の二歌集と年譜」を発表し、広子の生涯と歌風
との概観を試み、両譜ともに作品発表や献訳の業績を中心とする年
譜を付載した。後者の年譜は前者のそれを少しく補正したものであ
った。しかしそれらはいずれも当時における筆者の生活上の制約も
あって資料の調査が不充分であり、相当量の記載洩れの事項が残ら
ざるを得なかった。
その後十年、当時手にし得なかった各種雑誌類を時に披閲する機
会を得て約六十項目を追加し得た。ここに金沢大学関係の本誌の誌
上に増補年譜を発表させていただくことができたのは感謝に耐えな
い。ただしこの年譜といえどもなお完壁といえないものである。特
に演劇関係面に不完全であるが、前稿以来十年という年月が過ぎた
ので一先ず本稿を発表させていただくことに踏み切ったのである。
なおこれまでの二稿に記さなかった広子の墓についてここに記し
添えておきたい。片山広子の墓碑は東京豊島区染井霊園の一種イ
六号、六側一番の片山家墓地内にある。夫貞次郎の墓碑を斜左前に
し、長男、達吉のそれを左横にしている。
なお本稿は年譜を主としたものであるが、広子の第一歌集「蒻翠」
は収載歌数三百首で厳選されたものであるから、同集に洩れた作品
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雲をしのぐ大木ともなれねざしさへなみノーならぬまつ緑子（明
一一二、九。以下明を略する。）（署名、古田広子）
はてもなきみ空ゆく雲我も又行先しらぬ旅の身にして（竹柏園大
会・兼題雲、三六、一）（兼題作として新味がある。）
病功ろ父を一人の友と幼子が一人遊べる浜の夕ぐれ（一一一七、二）
で前稿に引用しなかったもの、二十首をここに紹介しておきたい。
佐佐木信綱は「蒻翠」序文で広子に「玉琴」（明四一刊。竹粕園
合同集）時代の作も収めるようにすすめたが、著者は「……あの時は
あれよりほか知らなかったので、今更仕方も無いが、深く恥ぢて居
る。．…：過去は忘れたい。そして現在は現在だけでよいと思ふ」と答
維批矧Ⅲいい漂岫漂川炊繋洲Ⅶ燗Ⅶ窪川繍一
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舳椰蝕仔滿川吐麓螂趨諏眺川艀肌阯耐鰄臓購一
と安息が慎ましい形で一詠まれたものと身辺生活を可なり具体的に写
したものとを選んだ。それらは「蒻翠」の平穏な一種の諦観的境地へ
の渦程を示しているとも見られる。発表誌は全部「心の花」である。
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二十年手なれたまひし杖のみをつひの御ともに立たせつるかな
（二八、七）
くぬぎ原木の間洩り入るなつの日の動く影ふむひよどりのむれ
（三九、五）
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心ありてきくと恩ふな世の中は鵬鵡語りて小猿も鋒ふよ（三九、一一）
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仙をすねて友もなき子ら木がらしと広野にあそべ心ゆくまで
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破れそめし心のまがきつくろはで世にあきはてし女すみけり
（四一一、九）（題、さめたる日）
夫と子にさ上げはてぬるわが身にもなほのこるかな少女の心
（四三、一）
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芙蓉咲く垣根のもとのひきがへる汝が醜さも神やつくりし（四五、己
（夫貞次郎、療養中のことが詠まれている。）
もゆる火のよみの大きみ人の子が人まへかざる罪わらふらむ
（三八、一）
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父
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あけぼのの雲と風とに身をやりぬ神とあゆむのゆめみ心地は
（大三、四）
我が心長きなやみにつかれてはかの抱月の恋をも宥す
（大四、二）
糸よりも細きにか▲る我心狂はぬことををかしと恩ふ
（
四
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三幕もてたちまち終はる劇の如物のはかどる世をねがへども
（大二、ご
人とわが此戦は玉ゆらのいのちのひまにはつくくもなし（大二、五）
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二月一○日東京麻布三河台
に生まれた。埼玉県大里郡
奈良村四方寺の人、吉田二
郎長女。後妹、次子、弟精
一、東作が生まれた。父は
ニーュョーク領事などを勤
めた、外交官である。
この頃東京麻生鳥居坂の東
洋英和女学校に在学。何年
かから寄宿舎生活を送った
らしい。予科三年、本科五
年、高校科二年の課程を進
んだが、二八年同校の卒業
生名簿には広子の卒業年次
記載無く、ただ初期と記さ
れている。
新見かよ子とともに佐佐木
信綱を訪ねた。歌を学び、
源氏物語の講義を聞いた。
（「私が十九……花数え年の
（作品に発表誌名の無いものは「心
の花」である。また署名は松村みね
子
名
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の
も
の
の
み
を
記
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た
。
）
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……「むかしの人Ｃによる。）
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この頃東京麹町区、永田町
二丁目に住んだ。
一月「こころの華」創刊号課題文「
新年望嶽（坂正臣選）に天位入選。
また学園欄「雪中鴬」（信綱選）に
次の歌がある。春たてばなほふる雪
のさむければ花まちがほに鴬のなく
二月．日の家とじ」（雅文）
三月「詞海欄」に
白浪のよすろ渚の蟹の子も春のもの
と
て
磯
菜
つ
む
ら
し
同号学園欄に無題の文（秀吉につい
て論じたもの）がある。
五月「築地居留地」にゆきて（雅文）
「時鳥をきく」（坂正臣選、地位）
六月「船」（正臣選）入選
七月「漂流の人」（雅文）
八月「古寺」（雅文）「樹蔭読書」
（雅文）地位（正臣選）
九月「文苑」中に一首。
雪しのぐ大木ともなれねざしさへな
みなみならぬまつの緑子
同、詞海欄に「日記のうち」（雅文）
学園欄に「筆」天位、樅の舎選
五月「竹柏園の記、上」
注
夫
、
片
山
貞
次
郎
の
原
籍
二月「こころの虫」創刊。
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おける竹柏園大会に参会。
注
五月以降夏新潟県人片山貞
次郎と結婚。この頃貞次郎
は大蔵省勤務。
（父と結婚いたしよしたの
母が二十は二・…：数え・・・…
の
夏
の
由
で
ご
ざ
い
ま
す
。
この頃東京駒込千駄木町五
七番地に居住。
（注、この家は先に森鴎外
が、後三十六年二月以降夏
目漱石が居住した家。現在
明治村に保存。山田総子氏
教示による。）
六月三日、長男達吉が生ま
れた。
：…・山田総子氏来信・・…・）
九月六日、夫の父恭平死去。
六月「竹柏園の記、上」
（これまでの署名は古田広子または
吉田ひろ子）
八月、新体詩「川にのぞみて」「あ
かき貝」（署名片山広子）
二月「長き一日、上」（雅文）
（注、これは信綱、千亦らと立川へ
吟行した紀行文である。）
一月「月の夜」（雅文）
二月「竹柏園集、第一編」に雅文一
一篇、収載。題二つの道、いしばし、
我楽しび、冬の夜がたり、七人の友、
神の家、一日の家刀自、雪の日、故
郷、第一竹柏会記、研究会。（小説
的構想の文もまじっている。）
一
地は新潟県蒲原郡早通村（現
亀田町）大字茅野山である。
明治四年一月一日四日生。
同二九年、法科大学卒。
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注、今の浅羽屋といううな
ぎ屋が現在の向かうの位置
に
あ
り
、
そ
の
隣
の
家
で
あ
っ
た由。（総子氏来信）また
「あけぼの」に次の広子の
歌があり、鎌倉居住はこの
頃
以
後
三
年
間
ほ
ど
で
あ
っ
た
と思われる。「三とせ我か
り住居せし長谷寺のみ山の
かげの草の家おもふ」
題「雲」一首。
三川「そなれ松」（雅文）
への篇五
り許収月
道に載司
、、。竹
ま御題柏
ら墓、園
うも女集
どう学、
ので士第
国、、一
．小遠編
ぎきＬ－
れ国に
箱な雅
、ろ文
か友六
短歌「つゆくさ」（一二首）
二月「自然の美」（訳文・ミラー）
同「長き一月、中」
三月「長き一日、下」
四月「女学士」（雅文小説）
七月「遠き国なる友の許に送る文」
一月竹柏園歌会（明三五、一一一）兼
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四月二○日、夫日本銀行調
査役となる。この頃東京市
外新井宿二丁目一一一一五二に
居住。（不斗入にしばらく
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
》つｏ）
一月「にひあめつち」一六首
三月「深山木」一○首
七月「ふきの若葉」九首
三月「あずま」（雅文）
四月「野みち山みち」七首
五月「わか葉の頃」（雅文）
七月「さきの世」七首
八月「つちけぶり」（雅文）
一○月「つちけぶり」（雅文）
一月「天つ国」二一首
五月「くぬぎ原」三一一首
六凡「折々草。ｌ霊草物
語・わか葉１」（雅文）
九月「うき秋」一六首
二
月
「
朝
空
」
五
○
首
一月「八日月」二○首
三月「四つの袖」四七首（巻頭掲載）
四月「若樫」三○首
二月「霜月日記」（雅文）
区
〃
注、「秋の日」文末に「十
月終りの日鎌倉にて」とあ
る。この頃鎌倉居住が明ら
かである。
「心の花」八月号に「歌集
『あけぼの』を読む……松
本信夫」掲載。
同文中「片山女史の歌は調
想と相叶った琿然たる美し
き芸術品である。……」の
評がある。
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五月一四日、日本橋倶楽部
における竹柏園第一三回大
会に参会。
春、新井宿三丁目一一一一五二
に移る。
一月「広野」二五首万
四月「王琴」に一帯○○首収載
七月「野の花」九首
一月「新年付録」に「春がすみ」三四首
四月「夕空」］四首
八月「照子の君を悼み参らせて」
「追悼雅文」ほか一首
九月「さめたる眼」二五首
一月「いつはりごと」四七首
三月「胸の灯」一一一一一一首
六月「花かげ」五八香（七月に花か
１
１
口
語
体
に
よ
る
’
五月「一一重心」一一一三首
六月「郊外より」一二首
九月「我」二六首
一一月「風の日」（叙景的文章）
楠緒子の一周忌に寄せに歌二首
一○月「見果てぬ夢」一一三首
○円日ｕｌＬｌ－卒十一（小Ｊｐ叩寸
月）尹大［家搾幌震唱丁，女中
四
月
二
五
日
付
東
京
朝
日
新
聞
の「玉琴」批評文中に「片
山女史の佳調多きは集中異
彩を放てり」とある。
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一月、婦人研究会に橘糸重
子、石榑干亦らと出席。
一月「付録」に「白鳥」一○○首
一一一月「草団子」（小説）松村みね子
五月「けやきの村」一○○首
七月「奥さんの日記」（少数の歌を
含
む
）
松
村
み
ね
子
一月「満月」（レディｄグレゴリー）
松
村
み
ね
子
一
二月「海賊の舟」六八首
四
月
「
わ
が
命
」
五
四
首
五、六、七、八月「暗の精５松の精」
（ベインの印度古詩）松村みね子
九月「夢使」五一首
一○月「タゴールの詩」（詩集園守
より）松村みね子
二月詩集「新月」（タゴール）よ
り訳詩一○編松村みね子
一月「黒い髪の女」（ショー）
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八月「奥さんの日記」松村みね子
一○月「いちぢく」松村みね子
（注、思い出の形の小説）
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三月、柳川電之介の「薔薇」
一二首。
四月、蝋之介の「大川の水」
五月、竜之介の「紫天鵺絨」
’二首
九月、竜之介の「客中恋」
’○月、の「若人」（旋頭
歌）一二首、それぞれ「心
の花」に掲載。
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七八
「現代短歌全集」（改造社）
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二月「青」六八首
四月「タゴールの詩（⑦言ロ］凹己Ｉほ
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五月「踏絵」（注、柳原白蓮歌集）
合評の一人として加わる。
七月「谷のかげ」（シンヂ）
松
村
み
ね
子
一○月「塔（注、西郷春子の歌集）
について」
一一一月「一一一浦先生の歌集」（注、三
浦守治の移岳集評）
一○月、上田敏の「松村夫人の繊訳」
「心の花」に掲載。
一月「喜劇新聞きりぬき」（ショー）
松
村
み
ね
子
三月、歌集「溺翠」刊。
序、ヨネ、ノグチ（和・英文）佐佐
木信綱。三百首。’五一ページ。
六月「心の花」「蒻翠」批評号、谷本
富ほか一二名。
同「偶像破壊の日」松村みね子
七月「白楊」（注、白岩艶子歌集）
評に加わる。
九月、森林太郎の「松村夫
人に」（ショーのＯ：圃宣ご
国吋凹、、ごｏＰｐＱｍＣＣごくの筋］○二
の序）
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八月「アルギメネス王」（ダンセニー）
松村念みね子
同「人馬のにひ妻」（三田文学）
松
村
み
ね
子
九月「大うそつきトニーカイトの恋」
（ハアデイ）
松
村みね
子
同「うすあかりの中の老人」（イェ
ッ
）
（
三
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文
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）
松
村
み
ね
子
二月「櫛」（随想五篇より成る。
歌を含む）
同「藤むすめ」（注、松木はつ子歌
集）評に加わる。
一二川「進んでゆく刺戟」
（注、新井洸の「微明」評）に加わる。
一月「星」一二首
同アンドロクロスと獅子」（ショー）
松村み
ね
子
二月「火の後に、ほか六篇（ダンセ
ニ
ー
）
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六月「いたずらもの（シソグ）刊。
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ラ
」
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二月「英語青年」（三六ノ
’○）の「片々録」中に閨秀
英文学者、片山広子のアイ
ルランド文学繊訳の労作を
紹介。
七月「心の花」は「いたず
らもの」批評号刊行。
’一月、市河三喜が「英語
青年」（三八ノ四）に「松村
みね子訳『いたずらもの』
読む」を掲載。一一三の誤訳を
1１
八
Ｃ九一九）
七
二九一八）
九
Ｃ九二○）
四
一
一
四
一
四○
三、一四夫片山貞次郎死去。
七、八を御殿場にて過ごし
た。
一月「茶色の犬」’二首
五月「白蓮さんの歌集」
六月「最初のぺイジ」（小説）
松村みね子
八月「けふの物思ひ」一七首
（覇王樹・一ノハ）
九月女王の敵」（ダンセーーー）
（三田文学）
同「軽井沢にて」一六首
七月「生死」一二首
九月「御殿場より」（随想的通信
文
）
ｌ
…
同「ある老人の話」（随想）Ｊ
ｌｊ〔覇王樹二一ノー一）
一月「山の神々」（ダンセーーー）
松村みね子
四月「やみぬれば」一二首
五月「伎芸天」（注、川田順の歌集）
の批評に加わる。
八月「客室に座して」松村みね子
（短歌雑誌。ニノーニ）
二
月
、
広
子
よ
り
の
病
気
見
舞
に対する芥川龍之介の謝礼
書簡あり。（二月二十八月付）
指
摘
し
た
。
こ
の
頃
菊
池
寛
が
時事新報記者として広子を
訪ねた。
1２
一○
（一九二一）
′宮、
九
ミーノ
四
＝￣
四
四
三
月
、
長
男
達
吉
第
一
高
等
学校英法科を卒業。
｜月二年の夢」（ソヤァプ）
五月「静かなる月日」一二首
一一月「ダゾセニイ戯曲全集」（警醒
社書店）刊。序〕四日の、》」二函・●・巨‐
、百ｍ英文による。菊池寛。版著者。
内
容
山の神を．アルギメネス王・光の門
・アラビア人の天幕・神々の笑ひ．
おき忘れた帽子・金文字の宣告・旅
宿
の
一
夜
・
女
王
の
敵
。
声
・
同「とり入れ」「黄ろい小路」Ｃｏｍのｇ
ｏロョヮの一一）（詩聖・第二号）．
一月「或る日のこと」一一一首》
二月「かや山のうへ」’二首
四月「三枝子さまに」’一一首千Ｌ
同「馬鹿もの」（訳詩）（勺且邑ｎ
℃の月⑩の）（詩聖七号）
六月「カルバリー」（イェッ）
（劇と評論・」第一号）
同「愛蘭戯曲集」（玄文社）刊
内
容
。
モ
ー
リ
ス
ハ
ヅ
ト
：
酢
…
マ
ァ
レ
イ
一一月、「貴婦人」ニミイ、ロウ
ニルの詩四篇）
松村みね子
一二月「秋草の野に出でて」’二首
1５
一一一
（一九二一一一）
一一一一
Ｃ九二四）
四五四
六
九月一日、東京駅前広場に
て大震災にあう。
八月、軽井沢「つるや」に
滞
在
。
「
…
…
け
ふ
片
山
さ
ん
と『つるや』主人と追分へ
行った……」（八、一九付
芥川龍之介書翰、室生犀星
宛）
七月「むかしの人」（注、大塚楠緒
子の思い出）
一○月「軽井沢にありて」一一首
一月「アドルフ」（ローレンス）
松村み
ね
子
四
月
「
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
記
録
」
ダ
ン
セ
ーーー）
松村みね子
この年「シング戯曲全集」（新潮社）刊。
一月「麦の奇蹟」（。〈トリック、コ
ーフム）
松村みね子
二月「近代劇大系」（同刊行会）第
九巻に西の人気者（シング）山の神
々（ダンセニー）光の門（ダンセ
ーーー）収載。
六月「川田順氏の印象」（Ｒ光）
松村みね子
二月「海豹」（フイオナ、マクラゥ
ド）
松村みね子
ウ
ス
ナ
の
家
…
…
マ
ク
ラ
オ
ド
。
寛大な恋人……ァ１ヴヰン。
詩
人
…
…
ピ
ア
ス
谷
の
か
げ
…
…
シ
ン
グ
満
月
…
…
グ
レ
ゴ
リ
ー
欲求の国：…・イェーッ
洞
》
百
一
一
亜
蒻
有
の
富
、’八』刃》百一綿咄鍛靭。
一一一月一一一日より二一一一日ま
で、みね子訳「西の人気者」
新劇協会により上演。
場所、東京渋谷撹玄坂、九
頭竜女学校講堂。
一月十日より一三日まで、
みね子訳「西の人気者」新
劇協会により上演。
（仙台市、仙台座）
二
月
一
五
日
よ
り
同
上
上
演
（帝国ホテル演芸場）
五
月
二
四
日
よ
り
二
七
日
ま
で、同上上演、渋谷百軒店、
聚楽座）
1４
一五昭・
元
（一九二六）
一四
Ｃ九二五）
昭二
四九
二九二七）
一一一
Ｃ九二八）
四八 四七五○
八月、軽井沢に滞在。
「：…・片山女史も二一一一日中
に帰る筈……」
（八、二五付芥川龍之介書
翰、小穴隆一宛）
六月、歌集「憧慢」（後藤多喜蔵）
（歌集を贈られた礼状）
一月「琴」（フィオナ、マクラオド）
松
村
み
ね
子
二月
同
上
三月「かなしき女王」（フィオナ、
マクラオド）刊。第一書房松村みね子
内容「海豹」「女王スカァァの笑ひ」
など短篇一二篇。
三月、九條武子追悼号「銀座で」
（武子と銀座で会った印象）
七月「『西片町より』のはじめに」
九月「世界文学全集・英国戯曲集」
（新潮社）に「ピレイポーイ」（シ
ング）「海に行く騎者」（シング）
三
月
長
男
、
達
吉
、
東
京
帝
国
大学法学部政治学科卒業。
四月芥川龍之介が室生犀星
宛四、一七付書翰に広子と
詠んだと思われる。詩二篇
を記した。
七月一四日芥川龍之介死去。
二月、芥川龍之介、旋頭歌
「越びと」二五首を「明星」
に発表。
四月二一一一より二五月まで
「西の人気老」新劇協会に
より上演。
（帝国ホテル演芸場）
1５
四
二九二五）
五
（一九三○）
一ハ
（一九一二）
五
一
一
五
一
五
＝￣
四月「春」（山下陸奥）出
版記念会（新橋東洋軒）に
参会した。
’二月、ｉ長野県軽井沢町大
字軽井沢、高瀬（通称愛宕
下）に別荘を買いもとめた。
収載。
松
村
み
ね
子
同「世界戯曲集・愛蘭劇集」（同刊
行会）「海に行く騎者」「谷の影」
「西の人気者」（以上シング）「山
の神を」「光の門」（以上ダンセ
ーーー）収載一
松
村
み
ね
子
九月、現代日本文学全集（改造社）
第三八巻、現代短歌集に一六首収載。
九月「現代短歌全集」（改造社）第
十九巻に「片山広子集」（共篇）収
駄・・
一二月「近代劇全集、第三九巻」
（第一書一房）に（ショー）「アンド
ロクロスと獅子」（ショー）
「運命の人」（ショー）収載。
松
村
み
ね
子
また同書はさこみ付録に「アンドロ
クロスと運命の人」を執筆。
一○月、長男達吉、吉村鉄
太
郎
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
に
て
、
長
女総子宗瑛の．ヘンネームに
て雑誌「文学」の同人とな
る
。二月
、
堀
辰
雄
が
広
子
の
長
女総子、辰雄などをモデル
とした「聖家旅」を「改造」
に発表。
1６
’○
（一九三五）
／、
211七
＝ｊ
、_ノ
（一九三六）
Ｌ０フ
（一九一二四）
八
（一九三一一一）
五五五
八
五七 一Ｌ一、
ＴＩユノ
五
四
七月二五日五鳥茂夫妻歓迎
〈雪（レストラソックパ）に
参会 六月五日、佐佐木信綱還歴
記
念
会
（
麹
町
三
年
町
華
族
会
館）に参会。
（前所有米人宣教師ウイと
二
月
、
刀
禰
館
正
雄
の
歌
集
「旅」出版記念（交詞社）
に参会。
九
月
「
高
雅
の
心
を
つ
つ
む
集
」
「
紫
苑」……山口由幾子の歌集に対する
評）一○月「庭のうた」六首
二月「鎌倉郡本郷村を過ぎ横浜に
ゆける日」六首
一二月「軽井沢釜ｉ沢付橇」五首
四
月
「
旅
」
（
刀
禰
館
正
雄
）
の
批
評
文
を「心の花」に寄せた。この頃に欲
に帰すろ意図が見えはじめる。
一二月「静かなる美しさ」（藤瀬秀
子の歌集「槻の落葉」の評。短文に
、
、
、
てはがきの模様）
四月「心の花」課題選者名中に広子
の名が見える。回挿画
1７
／、
九一一
八
ミーノ
一四
Ｃ九三九）
一五
（一九四○）
一ハ’ ＿U-ノ、○
.＿｢←ｃ
ノ、
二
雄夫妻をその仮住居に訪う
士。五月、母死去、
八月、軽井沢滞在中の佐佐
木信綱、広子をその家に訪
う。東洋英和学校以来の友
新見かよ子も来訪中であっ
た。（心の花・片山広子追
悼号）
五月、母の一周忌を営んだ。
ぎ
て
」
六
首
二月「新万葉集」（改潰糾
収戦。
三月「金の十字架」八首
五月「道路」六首
七月「市街」四首
一○月「千束」一○首
二
月
「
猫
」
八
首
一二月「煙草Ｉｌ友田恭助氏の戦死
を
譽
些
て
ｌ
」
八
首
二月「母」五首（短歌研究）
三月「二月」一○首
四月「土曜日」九首
五月「池」五首（短歌研究）
同「庭」九首
七月「歌」一一一首
八月「大崎辺にて」一一一首
一○月「八月」九首
二月（鶴鵤」六首（『鴬』創刊号）
三月「帰還」五首
五月曰椿」七首（鴬一ノ四）
九月「無題」六首（鶯一ノ四）
一二月「菊」（短歌研究）
（改潰社）に三○首
1８
一一ハ
ニ九四一）
一七
Ｃ九四二）
一ハーーー六四
五
月
（
？
）
枡
富
照
子
歌
集
「月鳳里の会」に参会。
一○月、仙台に息女夫妻を
訪ねた。
二
月
二
日
、
森
敬
三
歓
迎
会
に参会。
一○凡、仙台に至る。
この年大日木歌人協会の評
議員に推された。
出ロロ、川川合
一月「厚木へ」一二首
同「近事」一○首（短歌研究）
同「無題」八首（鴬、ニノ｜）
二月「無題」八首（林語堂の長篇北
京好日）（鴬、二ノー）
五月「つぼみ」四首
同「無題」’○首（鴬、ニノ五）
同「心に深くしみた歌」（藤田富子
「ゆふ汐」評）
七月「おもひいづろ」八首、
九月「おもひいづる」八首（鴬、ニノ九）
二月「窓」五首（短歌研究）
一月「胡桃」五首
同「無題」九首（鴬、三ノー）
七月「荻窪にて、－なき与謝野晶子
夫人のみまへに」八首
九月「幸福」五首（短歌研究）
同「無題」八首（鴬、三ノ九）
二
月
「
秋
」
七
首
夏、息女山田総子、夫秀三
とともに仙台に転住。秀三
は仙台鉱山監督局長であっ
た。後内閣東北局長となる。
1９
一一一一
二九四七）
一一一
二
九
四
六
）
二○
二九四五）
Ｃ九四四）
－【－
ノ、
ﾌﾞし
Ｌ鼬、Ｃｌ、
ラ
ノ
１
Ｊ
六七
三月二十四日長男達吉死去。
六月中旬軽井沢に行き、同
地で終戦を迎えた。
（下高井戸四ノ九六五）に
家を求めて転居。
木村利一（和染家）の紹介
に
よ
る
。
広
子
は
こ
の
頃
木
村
に和染を習った。
5Ｊ
一月「いたち」五首
二月「明日」五首
三月「焼野」五首
五月「蛇」五首
八月「古き家」五首
九月「ジープ」六首
二月「わが手」五首
一二月「歌集『好文木』に就いて」
（注、「好文木」は富岡とし子の箸）
一月「一つの星」八首ＬＪｒ
□
‘
●
六月「饗宴」’二首（短歌研究）
四月「心の花」（二、三、四月合併
号）「浜田山に移り住みて後」三首
広子の妹、上田次子この年
（？）死去。
（前年の「蛇」五首中に信
濃町の病院に見舞う歌があ
る。）．；」
こ
の
年
広
子
の
弟
吉
田
東
作
死去。
2０
′~、
ﾌﾟＬ
四
八
ミソ
二五
二
九
五
○
）
二
四
Ｃ九四九）
一エハ
ロ
九
五
己
二七
（一九五二）
七
一
七○七
一
一
七
四 七
喜寿祝賀記念会に参会。
一○月一二日、東京茗渓会
館における竹柏鬮大会に参
会。
九月「東京通信」（婦人朝日）
一二月「九、十号から」
（注、「心の花」前号作品評）
同「りんご」八首（女人短歌、２）
九月「お声そのままに」（信綱の自
選歌集の評）
一○月「心の花」六百号記念歌集、
生活歌の部に「街の湯」六首収赦。
’二月「芙蓉を読みて」
一月「いちごの花・松山の話」
九月「花屋の窓」（随想）
（女人短歌、５）
七月「をんどり」一二首
（短歌研究）
九月「井伊文子さんの浄命について」
一月「幻影の盾」現代語訳（婦人朝日）
四月「現代短歌大系、第二巻」（河
出寶房）に「蒻翠」抄収載。
一○月、岩波少年文庫「カツ．〈の
クー」（オヶリー他。アイルランド
伝
説
集
）
刊
。
；
Ｊ
｝三河「光とかげ」（注、藤田富子
比
、
｜
掌
大
越
谷
一
は
白
山
石
幽
式
〒
丁
の
訶
制
夕
｡
2１
一一一一一
◆
ｂ
（一九五七）
二九
二
九
五
四
）
二八
（’九五三）
三○
二九五五）
七七 七五七九 七
六
三
月
一
九
日
午
后
八
時
四
五
一
分、死去。
同二二日告別式（自宅）
０００００６０００００８６１００４０００日０↑０００００１０■■００００００００口■。■０日０－１日０１０ＩＩｌ０００００Ｂ００ｐ０ｆ４１００００Ｉ０ｌＩ‐Ｉｌ０１０００Ｉ０００００Ｉ０００８０ＢＩＩＩＩⅡ’０１３０
’二月「心の花」の巻末の
「野に住みて」刊行の辞（
栗原潔子）の中に「．．…・夫
人は今春以来健康がすぐれ
ず…：。」とある。推選のこ
と
ば
は
、
室
生
犀
星
霜
北
見
志
保子が書いている。
四
月
一
二
日
、
軽
井
沢
の
家
を
太
田
黒
鈴
子
（
太
田
黒
元
雄
息
女）に譲渡。
春「野に住みて」がこの年の芸術院
賞候補になった。
七Ⅱ「燈火節」に対し、第三回エッ
セイストクラブ賞がおくられた。
｜月、歌集「野に住みて」（第二書
一場）刊。（注、刊行者代表の栗原潔
子は「心の花」同人。
六月「燈火節」（随筆集）（くらし
の手帳社）刊。
同角川文庫に「朧の井戸、カスリイ
ン・フウリハン、心のゆくところ」
（
イ
エ
シ
）
収
赦
。
松
村
み
ね
子
歌集「蔓祭羅」評）
一二月「秋の歌五首選」
．
（
注
勾
作
品
評
）
めい人』珂針署
一○月「心の花」に「『勝
に住みて』を読みて」（久
松
潜
己
一月「心の花」七首号記念
号に「片山広子の人と歌」
（栗原潔子）掲載
⑤
2２
一一
＝￣
没
後
没
後
三月二八日付で広子旧蔵の
洋書一六六冊が松村みね子
名儀で日本女子大学に寄贈
された。
四月一二日、染井蕊地に哩
葬（火葬）
九月「短歌」（角川書店）に未発表
作
品
「
砂
漠
」
二
七
○
首
）
（
解
説
中
野菊夫）掲載。
ただしこの一八○首は全部が未発表．
というわけではない。中野氏指摘の・
ように「野に住みて」におさめられ
たものもあり、それ以外すでに「心
の
花
」
に
発
表
さ
れ
た
も
の
も
含
ん
で
い
る。 一一一月二一一一日「読売新聞」の読書随想
に「松村みね子さん」（福原鱗太
郎）掲載。
五月「心の花」片山広子追悼号特集。
執筆者佐佐木信綱ほか三四名。
2５
